
 

 

 

いのちと心の授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３学年 だ よ り №23 文京区立文林中学校第３学年 

2020年 1２月 18日（金）発行 

 曜 行事予定 １校時 ２校時 ３校時 ４校時 給食 ５校時 ６校時 

12/21 月  学活 技術 数学 体育 有 社会 国語 

12/22 火 避難訓練 理科 数学 国語 英語 有 社会 体育 

12/23 水 英会話3：00～ 音楽 英語 数学 理科 有 道徳 英会話 

12/24 木 
③⑥カット、大掃除、 

保護者会 
国語 保体 社会 英語 有 大掃除 保護者会 

12/25 金 終業式 美術 社会 理科 英語 有 学年集会 終業式 

※12/24 は保護者会を予定しております。よろしくお願いいたします。 

来週の予定 
 

12月12日は道徳授業地区公開講座とともに、いのちと心の授業を行いました。 

１校時には教室で「家族の思いと意思表示カード」という物語を読み、自分の思い 

や考えを伝え合いました。２・３校時は全校生徒が体育館に集まり、繁田雅弘医師に 

よる講演会が行われました。精神科の医師で認知症が専門の繁田医師から、認知症について講義を受け

た後、「家族がもしも認知症になったとき、どのように接するか」などのテーマで話し合いました。 

生徒の感想の一部を紹介します。 

「認知症」という言葉は耳にはするけれど、深く考えたことはなかっ

たので難しい話だった。「もしお母さんが認知症になったら自分になに

ができるか」を考えたとき、何をしてあげればいいのかという考えは

出たけれど、それを実際にすることができるのかを考えると、自分は

とまどってしまうと思った。自分の行動で相手にストレスを与えてし

まったり、うまくできなくて自分を追い込んでしまったりするのでは

ないかと不安な気持ちにもなった。だから、自分ができることを全部

するのではなくて、一つ一つやっていくことができれば、お互い安心

できるのかなと思う。よく考えて行動していきたいと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


